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1-, A-Z
3Rs の原則　1959 年にラッセルとバーチにより

提唱された動物実験における福祉を向上させ
るための考え方で，次の三つの視点からの改
善を指す。（1）削減（reduction）：統計法の改
善などにより実験に使用する動物の数を減ら
す，（2）代替（replacement）：生体を用い
る代わりに培養細胞やコンピューター・シミュ
レーションを用いる，（3）洗練（refinemnet）：
痛みや苦痛をより軽減するように，より適切
な鎮痛法や麻酔法を用いる。（第 11 章 3）

BDNF　海馬や大脳皮質等の中枢神経組織に最も
多く含まれているニューロトロフィンの一種
で，神経活動によって神経細胞内で合成され，
細胞外へ放出されて他の神経細胞や器官の機
能を維持する。ヒトのエピソード記憶に重要
な分子であることが報告されている。（第 8
章 1）

Bウイルス　ヒトの単純ヘルペスウイルスに酷似
したウイルスで，マカクサルに広く自然感染
していて，サル自身には殆ど症状が出ない。
しかし，B ウイルスがヒトに感染すると重篤
な神経障害を起こし，これまで海外の試験・
研究施設で 40 件程の感染死亡事故が発生し
ている。（第 11 章 1）

CT　computed tomography の頭文字。対象物の
周囲から X 線を照射し，その透過率をもと
に対象の断面像を非破壊的に得る技術。（第
2 章 1）

DNAワクチン（遺伝子免疫）　実際の病原微生物
でなく，それ由来の DNA・遺伝子を投与し
て生体内で病原微生物を構成するタンパク質
を作らせ，それへの免疫応答を利用して病原
微生物の感染を防ぐ先端医療技術。（第 11 章
1）

estrone conjugates（E1C）　エストロゲンの代謝
産物。エストロゲンは，肝臓，腸管で不活性
化され，かつグルクロン酸や硫酸と抱合し，
水溶性となり，尿中あるいは糞中に排泄され
る。（第 10 章 2）

GAP-43　軸索が延びるときに増える代表的な成
長関連タンパク質でプロテインキナーゼ C
基質。（第 8 章 2）

GH　成長ホルモン。下垂体から分泌されるペプ
チドホルモンで代謝・成長を調節する。191
個のアミノ酸からなりアカゲザルとヒトでは
四つ異なる。（第 10 章 3）

GPS　衛星からの電波を受信して，自分の位置
を測定するシステム。カー・ナビゲーション
にも利用されている。近年では動物の生態調
査によく用いられている。（第 3 章 1）

IgE　アレルギー反応を起こす主因の一つで，主
に腸管の免疫細胞で作られ血中の濃度は免疫
グロブリンの中で最も低い。IgE- 肥満細胞
連携による寄生虫感染の防御が本来的な機
能。それが過剰に反応することでアレルギー
症が起きる。（第 11 章 1）

IGF　インスリン様成長因子。IGF-1（インスリ
ン様成長因子 I 型）と IGF-2（インスリン様
成長因子 II 型）がある。生後の成長に深く
関わるのは IGF-1 であることが分かってい
る。GH と一緒に成長・代謝を調節する。ヒ
トとサル類の構造は同じ。（第 10 章 3）

LH の一過性大量分泌（サージ）　排卵前におこ
る黄体形成ホルモン（LH）の一過性の大量
放出。放出された大量の LH によって成熟卵
胞は刺激されて排卵を引き起こす。（第 10 章
2）

pregnanediol-3-glucronide（PdG）　プロゲステ
ロンの代謝産物の一つ。プロゲステロンは，
肝臓でグルクロン酸抱合され，水溶性となり，
尿中あるいは糞中に排泄される。（第10章 2）

TCI：Target Controlled Infusion　血中あるいは
作用器官での濃度を安定して好ましいレベル
に維持するためにコンピュータで薬物投与速
度を制御する方法。（第 10 章 4）

Th1/Th2　免疫反応のタイプ分けとして，Th1
は細胞レベルで機能し，Th2 は抗体レベル
での免疫応答を担う。（第 11 章 1）

用語集



494

あ行
アイソザイム　同じ遺伝子から進化し，似たよう

な生理機能を持つが，アミノ酸配列が異なる
酵素。便宜的な用語であり，アミノ酸配列の
違いが多くなりすぎると，別の酵素として分
類することもある。（第 13 章 1）

アシドーシス　前胃発酵者の動物で，熟した果実
の大量摂取などで胃の中が過度に酸性にな
り，微生物が死滅して消化が阻害される致死
的な障害。（第 3 章 2）

アポトシス　細胞が生体防御のため自死する作
用。（第 10 章 1）

アミロイドβタンパク質　約 40 ～ 43 個のアミノ
酸を持つタンパク質で，アミノ酸 695 ～ 770
個からなるアミロイド前駆体タンパク質から
タンパク質分解酵素によって切り出されたも
ので，脳内アミロイドの主成分である。神経
細胞に強い毒性作用をもつ。（第 8 章 1）

アルツハイマー病　1907 年にドイツの A. アルツ
ハイマーによって報告された脳疾患で，病態
の進行とともに記憶障害，失語，失行，失認，
人格障害などの症状が現れ，寝たきりとなっ
て死に至る。脳内病理変化として大脳皮質や
海馬において老人斑，神経原線維変化が認め
られ，また多数の神経細胞の消失を起こす。

（第 8 章 1）
アレルギー　本来，生体にプログラムされた免疫

反応が過度に進行することによって生じる疾
病で，スギ花粉・ダニアレルギーなどが良く
知られている。過敏反応（過敏症）とも呼ば
れる。（第 11 章 1）

アンドロゲン　雄性ホルモン。第二次性徴や交尾
器，交尾欲を発達させる。（第 10 章 1）

一倍体　それぞれの染色体が一本ずつからなる個
体あるいはその状態。（第 12 章 1）

一斉開花・一斉結実　東南アジア熱帯雨林に特有
に見られる，優占種のフタバガキ科の種を中
心に，多くの種が数年に一回，一斉に開花・
結実する現象。（第 3 章 2）

五つの自由　畜産動物の福祉を考える上での原則
として，イギリスの農用動物福祉審議会が提
唱した次の五つの観点からの自由を指す。（1）
通常行動の表出の自由，（2）飢え，渇き，栄
養不足からの自由，（3）不快からの自由，（4）
病気や怪我からの自由，（5）恐怖からの自由。

（第 11 章 3）

遺伝的組換え　両親のそれぞれに由来する遺伝子
の並びの間に交叉が起り，両親にはなかった
遺伝子の並びができる過程。（第 12 章 1）

遺伝的浮動　集団の遺伝子頻度が世代間で偶然に
変動すること。（第 12 章 1）

遺伝的変異性　個体，集団，種といったレベルで
生物が示す遺伝子の多様性で，対立遺伝子（同
じ遺伝子座にあるタイプの異なる遺伝子）の
数やヘテロ接合体（別の対立遺伝子をペアで
もつ個体）の割合などで示される。（第 12 章
2）

歌（song）　ヒト以外の動物は一般的に単一の音
声を単発的に発声することが多いが，単純な
音声を系列的組み合わせ，メロディアスな発
声を見せる種がいる。この系列的な発声パ
ターンをヒトの歌になぞらえて，動物の「歌」
と呼ぶことがある。鳴禽類などの鳥類は歌を
歌う動物の代表格であるし，本章で取り扱っ
たテナガザルも霊長類の中で歌を歌うと表現
される興味深い種である。霊長類においては
テナガザルのほかに新世界ザルのティティ類
やマダガスカル島に生息するインドリが歌を
歌うとされている。また歌のパターンには種
特異性が認められ，たとえばテナガザルなど
では種の判別に歌が有効な役割を果たしてい
る。上記に挙げられた動物種に代表されるよ
うに，歌を歌う動物は一夫一婦制の社会形態
を持っていることが多いようだがこうした種
間の比較研究は乏しく，その関連性について
は詳しく分かっていない。なお，多くのテナ
ガザル種は歌を夫婦間で唱和し，その唱和の
形態はデュエットと呼ばれる。（第 5 章 1）

運動関連領野　前頭葉のうち，前頭前野より後ろ
の部分にある領野は，すべて運動制御に関係
があるため，運動関連領野と総称される。た
だし，単純な運動制御ばかりでなく，状況に
応じた行動の切り替えや，運動学習にも重要
であり，認知機能の一部を担っているとも考
えられる。（第 9 章 2）

エピジェネティック　遺伝子型の同じ細胞間で遺
伝子活性の調節機構の違いによって起こる分
化。（第 12 章 1）

大型類人猿（great apes）　チンパンジー、ボノボ、
ゴリラ，オランウータンの総称。東南アジア
のオランウータン以外は全てアフリカに生息
する。これに対して，小型類人猿は東南アジ
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アに生息するテナガザル類をさす。（第4章2）

か行
概念　事物の本質をとらえる思考の形式。事物の

本質的な特徴とそれらの連関。同一の本質を
持つ一定範囲の事物。（第 9 章 1）

化学生態学（chemical ecology）　自然界に存在
し，生き物同士の相互作用を仲介する化学物
質の起源や機能，およびその重要性を研究す
る学問を「化学生態学」と呼ぶ。（第 4 章 2）

化学保定　化学物質，薬剤による自発運動の消失。
（第 10 章 4）

可塑性　神経系が経験，環境によって構造や機能
を変化させる性質。（第 8 章 2）

カニクイザル種群　マカク属のうちカニクイザ
ル，アカゲザル，タイワンザル，ニホンザル
の 4 種をカニクイザル種群という。これら 4
種はオスの亀頭とメスの子宮頸部に共通の特
徴をもつ。（第 2 章 2）

感覚性強化（Sensory reinforcement）　明かりの
点灯や，音などの聴覚刺激，触感など，さま
ざまな感覚刺激は，水や食物などの一次性強
化子ように，直接生存にかかわることはない
と考えられる。しかし，感覚刺激でも一次性
強化子と同様に，オペラント反応の強化刺激
になることがわかっている。感覚刺激によっ
てオペラント反応が強化されることを感覚性
強化という。（第 6 章 1）

環境エンリッチメント　飼育下において心理学的
幸福を実現する具体的方策であり，動物が環
境と関わる上で必要とする環境が持つ機能を
増強することである。物理的環境，社会的環
境，採食環境といった観点から，飼育環境の
改善が工夫される。（第 11 章 3）

環境化学物質　環境に含まれる化学物質で，多く
は工業製品から非意図的に漏れ出して拡散し
たもの。ホルモンに類似あるいは拮抗する作
用を示す化合物も知られる。（第 11 章 2）

環境世界　（主体的環境Subjective environment）
とも呼ばれる）。主体である生物によって受
け取られ，認識される環境像のこと。環境内
で有効な構成要素はその種や個体によって異
なり，生物はそれぞれの環境世界をもってい
ると考えられる。環境世界の把握は，主体と
なる生物の反応を通してなされ，生物にとっ
ての環境世界の状態は，その生物の反応量を

通して評価する。（第 6 章 1）
間細胞　間質を構成する固有の細胞群。ライディ

ヒ細胞。雄性ホルモンを産生する。（第 10 章
1）

間質　精巣組織中で，白膜や精細管，血管などを
除く部分。間細胞を入れる。（第 10 章 1）

寒冷適応　熱帯原産の霊長類の場合，温帯や亜寒
帯に定住するための環境適応。（第 12 章 2）

記憶　生物の体に過去の影響が残ること。過去の
経験の内容を保持し，それを後で思い出すこ
と。将来の行動に必要な情報をその時点まで
保持しておくこと。（第 9 章 1）

キコロンゴ・クレーター　ウガンダ西部のクイー
ン・エリザベス国立公園にあるきわめて若い
時代の化石産地。ここから産出された大腿骨
片がチンパンジーのものとも言われるが確実
ではない。（第 1 章 2）

季節繁殖動物　一年の特定な時期に限って繁殖す
る，すなわち繁殖季節を有する動物。温帯か
ら高緯度地域にかけて生息するほとんどの野
生鳥獣に見られる繁殖戦略である。気候や食
物量に大きな季節差のある環境条件に適応し
て効率的な繁殖を行うために，出産と育児が
環境の最適となる時期に一致するように特定
の季節にのみ発情周期が回帰する。（第 10 章
2）

機能形態学　生物の形を研究する体系で，表現型
として観察される形が，どのような役割を果
たしているかを議論する学問。（第 2 章 1）

共感　他者の情動を理解し情動を共有しあうと
いった心のはたらき．ただし多くの異なった
定義がある．（第 7 章 1）

金華山島　宮城県牡鹿半島沖にある，面積約
10km2 の島。島にある黄金山神社は奥州三霊
場のひとつとされている。ニホンザルやニホ
ンジカの長期研究が継続されている。（第 3
章 1）

筋弛緩　筋肉が弛緩すること。（第 10 章 4）
クモザル　中南米に広く分布する中型のサル。本

書で取り上げたケナガクモザルを含め 4 種に
分類されている。樹上での移動に適した，長
い手足と，把握力のある尾を巧みに動かして
移動する様から「蜘蛛」という名前がつけら
れている。（第 3 章 1）

クラ地峡　半島タイの北緯 10 度付近に位置する
幅の狭い低地。海進時には海面下に没し，イ
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ンドシナ地域とスンダ地域の生物地理学的障
壁として機能したと考えられる。（第 2 章 1）

グレート・コール （Great call）　テナガザルのメ
スのみが歌う特徴的な歌のパターン。複雑に
種分化したテナガザル種すべてでグレート・
コールは確認され，種によってパターンが非
常に異なる種特異性の極めて高い歌のパート
である。周波数変調が大きい音声を連続的に
発声したり，特に長く伸びやかな音声を連続
的に発声したりと，音響的にはそのパターン
は種によって様々だが，グレート・コールを
発声している最中には大きな動作が伴うこと
が多いことからかなり興奮した状態に見え
る。そのため最も興奮したときの音声という
ことで，グレート・コールと名づけられてい
る。グレート・コールは種特異性が遺伝的に
決定されていると考えられている。その種特
異性を引き起こす遺伝的な基盤や，多様性が
産み出された進化的な背景については全く明
らかにされていない。（第 5 章 1）

血液タンパク質　血液中に含まれる酵素や非酵素
タンパク質で遺伝子突然変異によりアミノ酸
が変化するとその変化が電気泳動法で検出で
きる。（第 12 章 2）

結腸・直腸発酵　繊維性食物の発酵の方法による，
葉（草）食動物の分類のひとつで，消化管の
後部で発酵を行うこと。ウマ，サイなど反芻
を行わない有蹄類のほか，霊長類では，キツ
ネザル，マカク，ゴリラなど，コロブス亜科
のサルを除くすべての種が該当する。（第 3
章 2）

解毒代謝酵素　医薬品や環境化学物質など外来か
ら摂取した化学物質を代謝する一連の酵素
で，動物の種属差が大きい。P450 や転移酵
素などに誘導が生じて発現量が増化する。

（第 11 章 2）
ゲノム解読プロジェクト　ゲノムの全塩基配列を

決定し，その遺伝子情報の解読を目的とした
国際的共同プロジェクト。（第 12 章 1）

「言語」訓練　大型類人猿にヒトの言語を教えよ
うとする試みは，1951 年のヘイズ夫妻がチ
ンパンジーに音声言語を教えようとした研究
に始まる。発声器官の構造的な問題から音声
言語を教える試みは失敗に終わったものの，
ガードナー夫妻らの手話訓練など，視覚メ
ディアを用いた訓練は，語彙獲得の面では成

功した。日本でも，京都大学霊長類研究所に
おいて「アイ・プロジェクト」と呼ばれる図
形文字や数字による概念獲得の試みがおこな
われている。これらの研究において，類人猿
たちが獲得した「言語」は，刺激等価性や文
法構造の欠如という面から，ヒトの言語との
違いが指摘されている。類人猿に言語を教え
る試み自体は，1990 年代には下火になり，
類人猿を対象とした研究は，社会的認知能力
に重点が移されている。（第 6 章 1）

減数分裂　染色体数が半減する核分裂。動物では
生殖細胞形成のときに起こる。（第 12 章 1）

抗体　外来物，病原体，ガンなど新生物を特異的
に認識して，それらに結合して生体から排除
するために，免疫担当細胞（B リンパ球）で
作られる血液タンパク質で，免疫グロブリン
とも呼ばれる。主なものとして，IgG, IgM, 
IgA, IgD 等が知られている。IgE は以下に
述べるアレルギーの主要因。（第 11 章 1）

心の理論　意図，欲求，感情，思考，信念などと
いった，心的状態を表す概念を理解する能力。
この能力を人間は生まれつき持っているとす
る生得説と，発達に応じて段階的に発現する
ものだと考える段階説に大きく分かれてい
る。（第 7 章 2）

ゴナドトロピン　性腺刺激ホルモン。性腺，すな
わちオスの精巣，メスの卵巣を刺激し，生殖
腺の活動と直接的な関係を持つホルモン。下
垂体前葉由来のものとして，卵胞刺激ホルモ
ン（FSH）と黄体形成ホルモン（LH）がある。

（第 10 章 2）
語用論　言語コミュニケーションにおいて伝達さ

れる言外の意味を研究対象とする学問領域
で，認知科学の一分野である。文脈から話し
手が意図した発話の意味を聞き手が推測する
メカニズムを明らかにすることを目標とす
る。（第 7 章 2） 

さ行
サイトカイン　免疫担当細胞に作用して，その細

胞機能を亢進あるいは抑制する。上記の Th1
および Th2 細胞は，それぞれの固有のサイ
トカインを産生して相互に制御しあってい
る。（第 11 章 1）

サウンドスペクトログラム（sound spectrogram）
　音声を，音の高さ（周波数），音の長さ（時
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間），音の強さ（音圧）という三つの要素を
視覚的に表した図のこと。一般的に周波数を
縦軸，時間を横軸，音圧を色の濃淡によって
表現する（図 1 参照）。1940 年代に開発され，
アメリカ Kay 社の製品が有名である。その
製品名からソナグラム（sonagram）と呼ば
れることもある。音声を視覚的に表すことで
音の高さなどの要素が計測でき音響分析が実
行できる。しかし現在ではサウンドスペクト
ログラムは視覚化するためだけの手段として
用いられることが多く，サウンドスペクトロ
グラムを生成することなしに別の分析アルゴ
リズムによって音響分析が行われている。

（第 5 章 1）
作業記憶　知的活動で駆使される短期記憶。（第

9 章 1）
サンブル丘陵　ケニヤ北部，リフトバレーの東岸

にある丘陵地帯で，中新世後期の化石を産出
する。アフリカでは数少ない中新世後期の類
人猿化石であるサンブルピテクスがここから
発見された。（第 1 章 2）

視覚的好み（Visual preference）　この章では，
ある種類の刺激に対して，他の刺激に対する
反応よりも多くの反応量が示されたことを
もって，「好み」という用語を用いている。
被験者は特定の種類の刺激への反応を強制さ
れたわけでも，特定の種類の刺激への反応を
訓練されたわけでもない。そのため，その特
定の種類の刺激に対して，ポジティブな認識
をしていると解釈し，それに対応する言葉と
して「好み」という用語を用いた。しかし，
被験者がなぜ特定の刺激により多く反応した
かは不明なため，厳密にはより中立的な表現
が必要かもしれない。（第 6 章 1）

色覚　様々な波長感受性をもつ錐体からの入力の
統合によって生じる波長弁別能。（第13章 2）

思考　概念形成，判断，推理を行う心的過程。あ
る思考を惹起する心的過程。ある課題に対処
する心的過程。（第 9 章 1）

視細胞　視覚の光受容を担う感覚一次細胞。光受
容タンパク質を含む外節の形態から棒状の桿
体と円錐状の錐体に分類される。（第13章 2）

四肢奇形　野生サルの産児において観察される奇
形。遺伝性は無いとされているため環境影響
が調べられている。サリドマイドはサルや人
の胎児に四肢奇形を生じさせる。（第11章 2）

シナプス　神経細胞と神経細胞や神経細胞と各種
器官との連絡部のことで，神経細胞から神経
伝達物質が放出されることによって，神経細
胞の電気活動が他の神経細胞や器官に伝えら
れる。（第 8 章 1）

周日行性　昼も夜も活動する。（第 1 章 3）
就巣性　新生児が眼が開かず，無毛など未熟に生

まれ，幼児期が長い性質を言う。（第 2 章 3）
集団遺伝学　有性生殖する生物集団中の遺伝子分

布や伝達を研究する学問領域。（第 12 章 2）
絨毛性性腺刺激ホルモン（chorionic gonadotro-

pin, CG）　胎盤の栄養膜細胞から分泌される
糖タンパクホルモン。αとβ - サブユニット
からなり，α - サブユニットは卵胞刺激ホル
モン（FSH），黄体形成ホルモン（LH）と同
一である。妊娠黄体からのプロゲステロン分
泌を刺激して胎盤が妊娠維持に十分な量のプ
ロゲステロンを分泌するまでの間，妊娠を維
持している。（第 10 章 2）

主題的分類（Thematic classifi cation）　ヒトがも
つ概念はさまざまな属性をもっている。ある
物が使われる文脈や，そこで同時に用いられ
るものは，意味的に関連するものとして含ま
れている。このような意味的な関連をもとに
した，本文中に例示した犬と犬小屋，鉛筆と
ノートのような分類の仕方を主題的分類とい
う。一方，知識の階層構造を下にした分類を，
分類学的分類（Taxonomic classifi cation）と
呼ぶこともある。年少児では主題的分類が優
位であるが，発達とともに分類学的分類が優
位になる傾向がある。（第 6 章 1）

受容体　光や化学物質などの刺激を受け取る細胞
または蛋白質。（第 13 章 2）

順応　遺伝的変化によらずに，個体の一生の中で
生理的・形態的に起こる環境への適応的反応。

（第 3 章 2）
情動 　心理学における感情の専門用語．特に一

過性で強い感情（例えば怒りや喜び）を指す．
（第 7 章 1）

初期霊長類　新生代前半の原始的な霊長類の仲
間。（第 1 章 1）

シロテテナガザル　テナガザル科の仲間で，ミャ
ンマーからマレー半島，北スマトラに棲息

（第 5 章のトビラ写真参照）。（第 10 章 3）
真猿類　いわゆる「サルらしいサル」。中南米の

広鼻猿類（新世界ザルともいう，クモザルや
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マーモセットなどを含む），旧世界ザル（コ
ロブス類やマカクなどを含む），ホミノイド
類（類人猿とヒト）を含む。（第 1 章 1）

進化距離　二つの塩基（アミノ酸）配列を比較し
たとき，共通祖先から進化した間に蓄積され
た塩基（アミノ酸）置換の数を 1 サイトあた
りで表したもの。（第 12 章 3）

進化的適応環境　生物の機能システムは，その生
物種が生きてきた環境への適応として進化し
てきたというものである。動物も，その生息
環境に適応するよう生理機能や形態，さらに
は行動や社会システムを作りかえ，その結果
多様な特性が生じてきた。飼育下においては
一般にそうした環境から逸脱するため，さま
ざまな問題が生じる。（第 11 章 3）

神経解剖学と神経生理学　脳の各領域は，それぞ
れ独自の機能を持っているが，独立して働い
ているわけではない。他の領域の細胞と神経
繊維でつながって，神経回路を作って，情報
をやり取りしている。この神経回路のつなが
り方を調べるのが神経解剖学の一つの重要な
目的である。これに対し，神経生理学では，
個々の領域，あるいは個々のニューロンがど
のように活動するかを明らかにしようとす
る。例えて言えば，見知らぬ機械を目の前に
したとき，分解して配線を調べるのが解剖学，
スイッチをいろいろいじって何が起こるか調
べたり，テスターをあてて電流の流れを調べ
たりするのが生理学である。（第 9 章 2）

神経細胞　神経系で情報処理を担う細胞。情報を
受け取る突起（樹状突起）と情報を送り出す
突起（軸索）をもっており，他の細胞から情
報を受け取り，電気インパルスを発生して，
別の神経細胞に情報を伝える。（第 9 章 1）

迅速マッピング　語彙学習の際，初めて耳にする
語彙を，すでに知っているものではなくて，
まだ何か知らないものと自動的に結びつけて
学習するという生得的なバイアスを指す。

（第 7 章 2）
心理学的幸福　心理的要求を満たしかつ苦痛を軽

減することで，本来の行動パターン（行動レ
パートリーとその時間配分）の主体的な表出
と捉えるとことができる。1985 年に出され
たアメリカの動物福祉法補足条項で，サルに
対し確立することが要求された。（第11章 3）

真霊長類　明らかに現生霊長類的特徴を示す化石

霊長類のこと。アダピス類とオモミス類に大
別されることが多い。（第 1 章 1）

頭蓋計測　通常は頭蓋骨の計測点（ランドマーク）
間の距離を計測する。（第 2 章 2）

スケーリング　体全体のサイズは，生物のさまざ
まな特徴に関連性をもっている。脳の大きさ
など身体部分の大きさ，必要エネルギー（カ
ロリー）量，さらには成長期間や寿命，出産
仔数なども多くの生物の間で比較すると，体
全体のサイズ（メスの体重で代用させること
が多い）と強い関連性が見出される。（第 2
章 3）

スピンドル細胞　ヒトと大型類人猿の前部帯状回
の 5b 層に存在する糸巻き状の構造を持つ細
胞で，太い樹状突起を 1 層へまた軸索を白質
へ投射している。錐体細胞の変型したものと
考えられている。（第 8 章 1）

刷り込み (Imprinting)　刻印づけともいわれる。
生後のごく短い期間に起こる特殊なかたちの
学習。ローレンツ（K. Lorenz）が最初に記
載した。刷り込みで学習されたものに対して，
その個体は愛着を示し，その愛着はふつう一
生の間，消去されない。カモ類や早成性の有
蹄類に見られる。（第 6 章 1）

生活の質ないし生命の質　生命倫理（医療倫理）
から出てきた言葉で，人を含め動物は生きる
ということ自体に価値があるのではなく，生
きていくプロセスの質が重要であるという考
え方。動物の福祉を考えるということは，こ
の観点から，どのような目的で利用するとし
ても生まれてから死に至るまでのプロセスの
質を向上させる工夫をおこなであると言え
る。（第 11 章 3）

精細管　精巣実質の主要部分を占め，精子やアン
ドロゲンを産生する管状構造。（第 10 章 1）

正準判別分析　複数の群に属す多変量データか
ら，群内の変動に対して群間の変動を最大化
する一次式（正準変量）をもとめる多変量解
析法である。観測値の群判別より，少数の正
準変量よる群間の相違の明確化に重点がおか
れる。（第 2 章 2）

精上皮　精細管の内壁を構成する組織で，精細胞
とセルトリ細胞からなる。（第 10 章 1）

性ステロイド　生殖にかかわるステロイドホルモ
ンの総称。成長に深く関わり性成熟を司る。
メスでは卵巣から分泌され，卵胞ホルモン（エ
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ストロゲン）と黄体ホルモン（プロゲステロ
ン）がある。オスでは精巣から分泌される男
性ホルモン（アンドロゲン（本稿ではテスト
ステロン））がある。（第 10 章 3）

生体情報モニター　非侵襲的に呼吸，循環動態の
変化をモニタリングする機器。（第 10 章 4）

成長　出生後，体のサイズが時間とともに大きく
なっていくこと。一般的に出生後，オトナに
なるまでの身体変化全般をさすこともある。

（第 2 章 3）
成長曲線　出生後，体のサイズをその時の年齢に

対してプロットし，それを結んだ曲線（距離
曲線），ある成長時点におけるサイズ増大の
速度をその年齢に対してプロットし，それを
結んだ曲線（速度曲線）などがあり，用途に
応じて使い分ける。（第 2 章 3）

精密把握　拇指の先の内側（指頭球）と他の指の
指頭球がものに接するつかみ方。（第 8 章 2）

前胃発酵　ウシなどの偶蹄動物では植物消化のた
め胃の入口付近の組織が著しく発達し三つの
袋（第 1 ～ 3 胃）に別れ，微生物による発酵
をおこなう。このような胃の形態変化は他の
植物食哺乳類でも見られる（例えばコロブス
亜科の霊長類）が，偶蹄動物ほどには分化し
ていない。（第 3 章 2，第 13 章 1）

先体　精子核と精子頭部最外層の原形質膜間にあ
る帽子状組織で，ヒアルロニダーゼなど多様
な先体酵素を含む。（第 10 章 1）

前頭前野　前頭葉皮質の一番前にあるいくつかの
領野は，まとめて前頭前野と呼ばれる。これ
らの領野は，思考や行動決定などの認知機能
に重要であると考えられる。（第 9 章 2）

前頭連合野　前頭葉の大脳皮質連合野。前頭前野
と同じ。（第 9 章 1）

前部帯状回　脳梁と前頭葉の間に位置する脳の領
域（ブロードマンの 24，25 野）で，種々の
自律神経作用，注意や正誤判断に関与する。
また発声発話する時や悲しんだり喜んだり，
また共感した時などに活動することが知られ
ている。（第 8 章 1）

側頭連合野　側頭葉の大脳皮質連合野。（第9章1）
ソマトスタチン　神経ペプチドの一種で，視床下

部に存在し下垂体からの成長ホルモンの放出
を抑制する。大脳皮質や海馬などでは神経伝
達物質として作用し，アセチルコリンの興奮
作用を増大させる働きがあることも報告され

ている。（第 8 章 1）

た行
体細胞分裂中期　多細胞生物の生殖細胞以外のす

べての細胞で起る細胞有糸分裂の細胞が分か
れる直前の状態で，染色体が最も凝縮してい
る時期。（第 12 章 1）

大脳皮質連合野　大脳新皮質の中で感覚野と運動
野を除く部分。（第 9 章 1）

タンニン　タンパク質に吸着する性質を持つ物質
の総称。消化阻害物質として働き，一般的に
動物はタンニン含有量の少ない食物を選択す
る傾向がある。（第 3 章 2）

地域分化　生物集団の間に見られる地域的な特徴
のちがい。（第 12 章 2）

知識の階層構造　「犬」というカテゴリーを想定
する。犬は，食肉目または哺乳類という，よ
り上位のカテゴリーの下位カテゴリーであ
る。同時に，コリーや柴犬などのより下位の
カテゴリーの上位カテゴリーでもある。この
ような階層的な構造は，ヒトがもつ知識の特
徴である。この階層の中で，もっとも一般的
に用いられる「犬」のようなカテゴリーのこ
とは，基本カテゴリーと呼ばれる。（第6章 1）

中新世　新生代のうち，2400 万～ 500 万年前に
あたる時代。（第 1 章 2）

地理的変異　生息地に依存した生物集団の形質の
相違。（第 2 章 1）

鎮静　穏やかな中枢神経系の抑制であり，十分な
刺激を与えると覚醒する。（第 10 章 4）

鎮痛　疼痛に対する刺激反応性の消失。（第 10 章
4）

ツパイ　哺乳類ツパイ目の一群。かつては原始的
な霊長類であると考えられたが，現在は否定
されている。樹上性に適応しつつある小型哺
乳類のモデルとして興味深い。（第 2 章 1）

転移と転換　DNA の 4 種類の塩基のうち，ピリ
ミジン（T,C）同士またはプリン（A,G）同
士の塩基置換を転移といい，ピリミジンから
プリンへの置換またはその逆を転換という。
一般的に転換よりも転移のほうが起こりやす
い。（第 12 章 3）

伝達意図　コミュニケーションにおいて，話し手
はふたつの意図を聞き手に提示すると考えら
れている。ひとつは伝達する情報そのものの
提示であり，情報意図とも呼ばれる。もうひ



500

とつが，情報を伝達する意思の提示であり，
伝達意図と呼ばれるものである。（第 7 章 2） 

道具使用　ある目的を達成するために，物を道具
として使うこと。動物がおこなう道具使用の
定義については，さまざまな議論がなされて
い る（Beck, B.B. （1980） Animal Tool 
Behavior： The Use and Manufacture of 
Tools. Garland Pressなどを参照）。（第6章4）

トゥゲン丘陵　ケニヤの中央を南北に走る東部大
地溝帯（リフトバレー）の西岸に突き出た丘
陵地帯。中新世中期から更新世に至るさまざ
まな時代の地層が保存されている。（第1章2）

動物自己治療行動（animal self-medication）　自
ら薬用効果の植物や非有機物を摂取する，或
は身体に擦りつけることによって疾病による
症状を和らぐことやら疾病そのものを改善す
ること。（第 4 章 2）

動物福祉　フレイザーとブルーム（1991）は動物
福祉を「動物が環境とうまく関われる状態に
あること」と定義した。したがって，動物に
対する福祉的配慮とは動物が苦痛なく要求が
満たされるような環境におく，すなわち「生
活の質」ないし「生命の質」（Quality of 
life）をより高いものにすることと言える。（第
11 章 3）

透明体　卵の表面を包む糖蛋白の皮膜。（第 10 章
1）

な行
ナカリ　ケニヤ北部，リフトバレーの東岸にある

中新世後期の化石産地。サンブル丘陵よりも
数十キロ南に位置している。（第 1 章 2）

二次代謝産物（secondary metabolites）　生命維
持における役割の不明な物質を生産する特定
の生物に限定的な代謝のことを二次代謝とい
う。たとえば，アルカロイド，テルペノド，フェ
ノール類，配糖体などがある。（第 4 章 2）

二倍体　それぞれの染色体が 2 倍に相当する染色
体数をもつ個体あるいはその状態。（第 12 章
1）

ニホンザル　オナガザル科マカク属の 1 種で，日
本の本州，九州，四国および周辺の諸島に分
布する固有種。ヒト以外の霊長類ではもっと
も北に棲む。アカゲザルやタイワンザルとの
近縁性が指摘されている。学名は Macaca 
fuscata（Gray, 1870）である。（第 2 章 1，2，

第 3 章 1，第 10 章 3，第 12 章 2）
ニューロトロフィン　無脊椎動物には存在しない

進化的に新しいタンパク質で，発達期におい
ては，神経細胞の生存，成長，分化に，また
成熟期ではその機能維持に関与する。現在ま
でに NGF，BDNF，NT-3，NT4/5，NT-6，
NT-7の6分子が脊椎動物で発見されている。

（第 8 章 1）
人間中心主義　人（の利益）を中心に物事を考え

る姿勢を指し，動物に対する態度においても
人間中心主義に立つならば配慮すべき対象へ
の姿勢が人にとっての意味の有無でしかない
という批判がある。しかし，人がおこなう行
為である以上，人の意識が前面に出ることは
不可避だという主張もある。人間中心主義や
あるいは動物の権利運動のような一方の権利
を主張するのではなく，両者にとっての利益・
損失のバランスに配慮することが実際的に有
効な態度だろう。（第 11 章 3）

認知発達　乳児期から老年期までの認知システム
（外界から刺激に対して反応をするまでのあ
いだに，個体が主体的・能動的におこなう内
的な情報処理の仕方）の時間経過による変化。

（第 6 章 4）

は行
パーティ　離合集散する種では，一時的に一緒に

いる小集団をパーティ（あるいはサブグルー
プ）と呼ぶことが多い。（第 3 章 1）

バランス麻酔　作用の異なる複数の薬剤を用い，
意識消失，鎮痛，筋弛緩のバランスの取れた
麻酔をすること。（第 10 章 4）

繁殖構造　生物が種としてもつ基本的な繁殖に関
する集団構造。（第 12 章 2）

ヒアルロニダーゼ　ヒアルロン酸による組織結合
を融解させる酵素。（第 10 章 1）

被害管理　野生動物による被害発生の原因やプロ
セスを解明し，野生動物と人間の行動と環境
を管理して被害を軽減するための理論・方法・
技術・システムのこと．ここでいう被害とは，
農林業被害にかぎらず，人間と野生動物のあ
いだにおこるさまざまな軋轢をすべて含む．

（第 3 章 3）
比較形態学　生物の形の異同と起原を比べなが

ら，その進化と歴史性を解明する学問体系。
（第 2 章 1）
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皮質脊髄路　大脳皮質のニューロンの軸索が脊髄
のニューロンに直接結合する下行神経路。

（第 8 章 2）
皮質領野　大脳皮質には層構造があり，典型的に

は，表面から，神経細胞の少ない第 1 層，比
較的小さな神経細胞の多い第 2 層，もう少し
大きな神経細胞の多い第 3 層，細かい顆粒状
の神経細胞のつまった第 4 層，大きな細胞の
ある第 5 層，少し小さめの細胞の多い第 6 層
の順に並んでいる。しかし，場所によって，
4 層がなかったり，5 層が薄かったりと，そ
の並び方は異なっており，その細胞の並び方

（細胞構築）によって，大脳皮質は約 50（分
類のしかたによってはそれ以上）の領域（領
野）に分けられる。それぞれの領野は，細胞
構築が異なるだけでなく，機能も異なってい
る。サルの大脳皮質には，ヒトの大脳皮質と
ほぼ同じ領野がある。（第 9 章 2）

肥満細胞　炎症物質のヒスタミンなどを大量に含
有し，IgE を介した細胞活性化によって炎症
物質を放出し，他の炎症性細胞も呼び込み，
寄生虫など侵入微生物を死滅・排除する。（第
11 章 1）

ヒューマンディメンジョン　野生動物管理にかか
わる人間側の要因のこと。この分野で先進的
な欧米では，人間側の社会的要因を分析する
社会科学の分野が重視されており，1970 年
代から多数の研究蓄積がある。近年では，野
生動物管理における管理概念を，生物学を基
盤としたものから地域社会を基盤としたもの
へ転換させる動きがあり，注目を浴びている。

（第 3 章 3）
表現型　（狭義で，）生物体で単純に観察される性

質のこと。表に表れにくい遺伝子型と対比し
て使われることが多い。（第 2 章 1）

表情 　情動が顔に表れたもの．より広く，いろ
いろな心のはたらきが身振りや姿勢に表れた
ものを指すこともある．（第 7 章 1）

表情筋 　表情表出に関連する顔面の筋肉．（第 7
章 1）

表象モーメント　画像刺激が動的（連続的）に呈
示されると，最後の知覚像が行き過ぎたもの
になるという現象． （第 7 章 1）

びん首効果　集団を構成する生殖可能な個体の数
が，ある期間の世代にわたって減少すること。
このことによって，遺伝的浮動の作用が強ま

り集団中の遺伝的変異が減少する。（第 12 章
1）

フェノロジー　生物季節。植物の開花，展葉，結
実，動物の出産，休眠など，生物現象の季節
変化のこと。（第 3 章 2）

不動化　自発運動の消失。（第 10 章 4）
プレイバック実験（playback experiment）　行動

実験の古典的な手法の一つ。おもに音声コ
ミュニケーションの研究で音声の機能を検証
したいときに使われることが多い。何らかの
形で音声を録音し隠したスピーカから動物に
向けて流しそのときの反応を検討するという
もの。たとえば野外観察から A という音声
に「逃避せよ」という情報があると推測され
た場合，A を動物に聞かせればすばやく逃
避反応が引き起こせることになる。観察事例
だけではなかなか確証が得られない場合や，
そもそもターゲットにしたい音声の観察頻度
が極端に少ないときに，研究者が同じような
事態を再現して観察事実の裏づけをとるのに
有効である。野外調査においても比較的簡便
に実行でき再現性も高いことから今もなお有
効な手法として用いられる。ただし，音声を
過度に聞かせすぎると馴化（馴れてしまうこ
と）が起こり目的の反応が引き起こせなくな
ることもある。特に霊長類の場合はこのプレ
イバック事態に対して「だます」ことが難し
く，いかに不自然に感じさせないようにする
かなど工夫が必要である。（第 5 章 1）

プレマックの原理　プレマックにより明らかにさ
れたもので，行動と行動の関係に着目し，そ
の強化関係の方向の可逆性を示した。すなわ
ち，食物とか水とかいう報酬になる「もの」
が決まっているのではなく，動物には基本的
にまったく自由にさせると自発的に決まる行
動配分があって，それからの逸脱が生じると，
逸脱を戻すということ自体が報酬となる。

（第 11 章 3）
文化化（Enculturation）　マイケル・トマセロら

が提唱した概念。とくに誕生直後からヒトを
養育者として，ヒトが生活する環境で育った
大型類人猿に対して用いられる。狭義には，
模倣等の社会的認知能力を測る実験場面にお
いて示される能力の高さを説明するために用
いられる。199 ページで紹介した，ヒトを養
育者として育ったチンパンジーが，ヒトに対
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して視覚的好みを示すという結果も，文化化
の一側面なのかもしれない。（第 6 章 1）

分子考古学　骨に残る DNA や他の生体分子を分
析し過去の時代を研究する学問領域。（第 12
章 2）

分派行動（サブグルーピング）　一時的に群れが
二つ以上の集団に分かれること。経験的には
良く知られているが，なぜ，どのようにして
起こるのかはよく分かっていない。（第3章1）

分布拡大　ニホンザルの場合，群分裂により生息
地を広げること。（第 12 章 2）

平行進化　異なる動物種で，相同な器官が同じ傾
向の変化を示すこと。（第 13 章 3）

ヘテロクロニー　身体の各部分の成長パターン
（時間，変化速度，成長期間）が種によって
異なり，それによってその種の特徴が作り出
されることをさす。ヒトのネオテニー（幼形
成熟進化）では，他の種に比べて，頭部分が
顔や体全体に比べて比較的，長い間成長する
ため，幼児的なプロポーションが作り出され
たヘテロクロニーの結果であると考えられ
る。（第 2 章 3）

放線冠　卵透明体の外側を包む放射線状に配列さ
れた組織。（第 10 章 1）

拇指対向性　拇指を他の指と向かい合うように動
かせること。霊長類の特徴の一つ。（第8章2）

ポストゲノム　ゲノム配列解読後に必要な蛋白質
の機能解析など。（第 13 章 2）

ホムンクルス　前頭葉の一番後ろにある一次運動
野や，頭頂葉の一番前にある一次体性感覚野
は，その中の場所によって関係する体の部位
が決まっている。一次運動野，一次体性感覚
野共に一番背側（上）の領域は足の動きや感
覚を担い，そこから腹側（下）に向かって，
体幹（胴），腕，手，顔の領域が並んでいる。
絵で表すと，まるで脳の中に小人が居るよう
に見えるので，この並び方をホムンクルス（ラ
テン語で「小人」）と呼ぶ。この並び方は，
ネズミでもサルでもヒトでも良く似ている。
ただし，ネズミでは顔の領域が極端に大きい
のに対し，サルやヒトでは顔の領域とともに
手の領域も非常に広い面積を占める。（第 9
章 2）

ま行
マカク　Macaca 属のサルで，約 20 種からなる。

霊長類のうちマカク属の分布はヒト属につい
で広い。ニホンザルも含まれる。（第 2 章 2，
第 10 章 3）

マカレナ　コロンビア共和国の，アマゾン川源流
部とオリノコ川源流部の間に挟まれた地域に
ある，熱帯雨林。フサオマキザルやウーリー
モンキーなど，七種の霊長類を始め，様々な
動植物についての長期研究が行なわれてき
た。（第 3 章 1）

麻酔　コントロールされた意識と感覚の消失。
（第 10 章 4）

ミトコンドリア遺伝子　細胞質の小器官ミトコン
ドリアの中にある環状 2 本鎖の DNA で進化
速度が大きく，母性遺伝し，組み換えがない
などの特徴をもつため分子系統研究や分子生
態研究に利用される。（第 12 章 2）

民族生薬学（ethnopharmacology）　伝統的に使
用される薬用植物の利用法，効能等について
研究する学問を「民族生薬学」と呼ぶ。（第
4 章 2）

免疫　外来異物・病原体の侵入やガン発生の場合
に，それらを排除して生命維持を図ろうとす
る生体機能。一方，免疫が過剰反応するとア
レルギーなど種々の免疫疾患を引き起こす。

（第 11 章 1）
物の操作　対象操作（object manipulation）。物

をどのように扱うかを調べることで，対象と
なる個体の物にかかわる知性をあきらかにす
ることができる。（第 6 章 4）

モーフィング　コンピュータでの画像処理によっ
て複数の画像の混合画像を作成する技法． 

（第 7 章 1）

や行
薬物動態パラメータ　薬物を投与した後の最高血

中濃度，半減期，分布容積などの指標。（第
10 章 4）

野生動物管理　ワイルドライフ・マネージメント
とも呼ばれる．もともとはシカなどの狩猟動
物をいかにうまく利用するかというところか
ら生まれた資源管理学だが，現在では，野生
動物の個体群と生息地を管理することを通し
て個体群の存続や保全を図ったり，人間との
軋轢の調整（被害の軽減化）をすることを目
標とする分野として認識されている。（第 3
章 3）
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幼児・子ども・思春期　成長期間全体は，身体の
プロポーション，機能（運動・行動パターン
など），成長速度などの面からいくつかの段
階（期間）に分けられる。一般的な哺乳類や
原猿類では幼児期（授乳している期間）と子
ども期が識別されるが，オナガザル類，類人
猿，ヒトでは性成熟から身体全体の成熟まで，
かなりの期間がかかるので，その期間が思春
期として挿入されている。ヒトでは思春期の
早期に体重や身長などが急速に成長する，「思
春期成長加速」が見られる。（第 2 章 3）

ら行，ん
離合集散　群れとしてのメンバーシップは安定し

ているにも関わらず，群れのメンバーが行動
域の中で集まったり，分散したりすること。
霊長類ではクモザル，ムリキ，チンパンジー，
ボノボで見られ，一緒にいるメンバーやその
数が変動することが知られている。（第3章1）

離巣性　新生児がかなり成熟して生まれ，短期間
で独立して移動運動し採食するような性質を
言う。（第 2 章 3）

リーフモンキー　Presbytis 属の霊長類を指す総
称。インドから東南アジア，インドネシアの

島嶼に広まる代表的なオナガザル類。森林性・
葉食性の種が目立つが，形態も生態も多様性
に富む。（第 2 章 1）

霊長類の起源　霊長類の起源は中生代末（約
6500 万年前）とされてきたが，もっと古く
に出現したのではないかという説もある。

（第 1 章 1）
霊長類バイオメディカル　医学的な見地から霊長

類での研究を展開し，ヒトの健康維持，疾病
治療・予防，生活の質的向上を図ることを目
的にしている。（第 11 章 1）

老人斑　正常老化脳やアルツハイマー病の脳内に
観察され，アミロイド線維と変性した神経突
起やグリア細胞などがからみ合ってできた球
状の構造物で，神経回路網を破壊することに
より，記憶や学習能力の低下を引き起こすと
考えられている。（第 8 章 1）

ロドプシン　桿体に存在する明暗視に関わる光受
容蛋白質。GPCR のモデルとして立体構造や
光反応に伴う構造変化の研究が進んでいる。

（第 13 章 2）
ンコンド　ウガンダ西部，アルバート湖東岸にあ

る化石産地。（第 1 章 2）


